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登校の原因を探り解決プログラムを活用する

No101 ＝ ＝不登校傾向の子供が激増する原因を分析、考察

2021年12月24日作成 義髙 亙（2022年５月２０日一部改訂）

〇不登校傾向の発生メカニズムを解析

定年年度までの１０年近くは支援教育に携わってきました。

その中で課題だったものは「普通に生活していた子供が要

支援になる」現象でした。令和元年から３年までは通級学級

担当でしたが、その大半は教室に入れず、精神的な支援を要

する子供たちでした。鬱や対ストレスの支援を行うことがあ

りましたが、その数は増加してきました。セロトニン不足があ

るように見えました。精神科医師が抗うつ剤SSRI というセ

ロトニン減少を抑える投薬を行っている生徒が複数いる事

から見ても、その可能性は大きいようでした。恒常的なスト

レス反応でセロトニンが減少し、その場所に行くと体調が悪

資料１ 資料２くなっているケースが多いと思われます。

ストレス反応の原因となっているものは何か。特に教室に

入れず通級に通ってきた子供を対象に、毎日のデータを取り

ました。毎日かなりの量でデータを取りましたので、分析に

グラフ１時間がかかってしまいました。

〇原因を見つけるためのデータ収集

長年教室に入れなくなった子供のデータを毎日とり、原因

を探り、対策を取り、教室に入れないことを解消しようとし

ました。

この資料は、今まで取ってきたデータで不登校の原因をま

とめた資料です。まずはデータ取得対象の子供たちです。2

013年から2021年まで担当した特別支援対象の子供たち

です。その中心は学校中から支援が必要で集まった通級学

級の子供たちです。 本人と保護者には了解をいただ資料３

き取ったデータを見ていただいて、学習活動に生かしていま

す。データは学校長の許可を得て2021年度の山形県教育

委員会の研修会でも発表したものです。

通級学級の対象生徒数等のデータをご覧ください。

その場所に行くと体調が悪くなるストレス反応、つまりはセ

ロトニンが減少する反応を作り出したものは何か。それを教

室に入れなくなった子供たちのデータを、毎時間取ることで

見つけ出していきました。延べ42人のデータから分析して

いきました。データは高次脳機能訓練のアプリを活用して学

習活動を実施し、データとしました。

教室に入れなくなった子供の原因が、データから見えてき

ました。

データを収集できた生徒数と全体割合は以下のグラフで７

グラフ１年間の総数は４２名分です。
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全員が特別支援対象生徒です。不登校傾向ではないか、と

いう疑いがある生徒は半数以上いるように思われます。

〇膨大なデータの分析

本来は担当した生徒の毎時間の記録を取り、それを評価と

能力向上の参考にすることが目的でした。そして学習活動の

中で評価し、より良い成果が上がる学習活動を模索してきま

した。実際には学習に課題があっても、教室でうまくいって

いる生徒は通級に通いたがりません。通級に通う生徒は、教

室に入りたがらない状況があるのです。通級に通う生徒の

大きな課題は「教室に入りたくない状況を解決する」ことに

あると思いました。その教室に入りたがらない原因は、学習

が理解できない、というだけではなかったのです。それがア

グラフ２ンケートで得られた結果の表です。

表のように初期の段階では通級に来たい理由は「学習がわ

からない」「意欲がわかない」「落ち着けない」 でした。

〇子どもが苦手の原因を探る

どんな教科や学習形態が苦手なのか、LDとADHDに分け

たアンケートでは、苦手な教科は特にADHD等の情緒に支

援が必要な生徒は「英語」、学習形態は「グループ学習」とな

りました。 英語はペア学習で会話する場面のようグラフ３，４

でした。情緒に支援が必要な生徒は、グループ学習やペア学

習などの人との学習が苦手なことが見えてきます。全校的

にはグループ学習が好きな子供もいます。この資料のように

情緒に支援が必要な生徒は、苦手な傾向があります。

自閉的要素があり、通級に通ったり、特別支援学級に在籍

したりする子供たちがいます。その子供たちにとって、グル

ープ学習や集団で活動する時間が増えてきた学校生活は、

良い事なのでしょうか。

通級に通う生徒たちの学習形態による満足度を比べてみ

ます。情緒等に課題があり通級の通う子供たちは、一斉学習

よりグループ学習に課題があるようです。 一人で自グラフ５

分のペースだと学習できる子供も、グループ学習では満足

感が低くなっています。

〇教室に入れない根本的原因となるもの

グループ学習での満足感が低いからと言って、教室に入れ

ない全ての原因になるとは限りません。 は通級にグラフ６，７

在籍している子供が教室に入れなくなった時の聞き取りで

す。当日または次の日に聞き取りができた５４ケースの場合

をまとめたものです。友達が嫌で教室に入れなかった事が２

４％ありました。直接のトラブルの原因になったのは、休み

時間や放課後が多かったです。

しかしそれは直接のきっかけです。更に聞き取っていくと

友達との不満の蓄積は、通常のグループ学習や行事活動の

時であったことがわかります。グループ活動の増加や行事活
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動での集団行動の増加が、自閉的傾向を伴い支援が必要な

子供の、不登校傾向の遠因になっている可能性が見えてき

ます。コミュニケーションスキルを向上させればよい、という

対策が考えられます。ですが表にある通り通級の指導では、

コミュニケーションスキルは簡単に向上しませんでした。

これは自閉症が簡単に改善しない事に似ていまグラフ８

す。人との交流が苦手なことは個性でもあると思われます。

〇不登校傾向生徒の仮想モデルを構築する

通級に通う生徒の全員が不登校傾向なわけでなく、まして

全校生徒の中では一部です。不登校傾向の生徒は、全体の

中でどのような存在なのか。どのような要素がある場合に

不登校傾向になるのか。全体像をつかむことも必要に思わ

れました。かつで前任校で学年集団で、子どもがどう動いて

いるか分類したことがあります。学年集団で複数の行事や集

団活動を行うと、集団の中での傾向が出てきます。出てきた

傾向を四つのタイプに分類しました。その中で集団に馴染め

ない「タイプ忍」という存在があることを確認していました。

さらに今までの資料をもとにして、不登校傾向の生徒資料４

の最大公約仮想モデルを構築しました。静かな退席者「モデ

ルSL」と名付けた仮想モデルは、自分のペースの学習するこ

とが得意で人との関わりが苦手、自分のリズムが崩せない、

という個性を持ちます。不登校傾向の生徒は、モデルSLに

資料５近い存在と考えて、対応や検証を続けました。

〇グループ学習などでの配慮の必要性

不登校傾向が起こらないようにするには、実際に集団での

グラフ学習をどう改善したらいいのか。一つの答えがこの

にあります。この表は生徒とアニメの制作活動をした９，１０

時に制作レベル別（習熟度別）に活動した成果を記録したも

のです。これは習熟度別だと効果が上がり、習熟度が違う生

徒で活動をさせると、長期的には成果や意欲が下がるとい

う可能性を示しています。

本来は習熟度別や目的別、好感度別にグループを配慮すべ

きだと思われます。種々の配慮ができない場合には、支援が

必要な自閉的傾向がある生徒には、ストレスになる可能性が

あると思われます。

通級に通う自閉症傾向の子供たちは、資料からもグループ

学習に課題がある場合が多いようです。友達と上手くいか

ないことが教室に入れなくなる理由の一つでした。そしてそ

の解決策は、集団で動く場面やグループ学習などの配慮が

必要、だと思われます。

学校に来ると友達とうまくいかず、ストレスがかかる。スト

レスがかかるとセロトニンが減少し体調が悪くなる。そのスト

レスが恒常化すると、その場所に行っただけでセロトニンが

減少し不快になり、その場所に行けなくなる。ストレス反応
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の恒常化が不登校傾向の原因だとします。一度ストレス反応

が身についた状態を改善するには、長期間かかるか、環境の

資料１変化が必要となるでしょう。

〇人間関係だけでない原因

教室に入れなくなる理由はそれだけでしょうか。 日本財表1

団のまとめた資料でも友達や先生とうまくいかない、学校に

行こうとすると体調が悪くなるなどの、ストレス反応の恒常

化と思われる症状が出ています。 それは人間関係グラフ１１

だけでは無いように思われます。他にも不登校傾向に至る

原因があるはずです。

データを見ていくと生徒によっては波があり、良い日と悪

い日が出てきます。

〇毎日取ったスコアの分析

スコアの良い日と悪い日をいろんな要素で比較しました。

するとスコアが低い日は、行事活動など授業以外の活動が

重複していたのです。 授業以外の活動が少ない日は、高表２

次脳機能訓練のスコアが良くなります。そして授業以外の活

動が多い日は、スコアが落ちてくることがわかりました。そ

の上下動を繰り返して、スコアが上がらない、つまり意欲が

上がらない状態が続きました。そして終には教室に入れなく

なった子供が出ました。行事の少ない人多い日に分けたこと

ろ、授業以外の活動が多い日とスコアが低い日には相関関

係がある事がわかりました。 つまり活動が少な表３グラフ１２

い日は活動への意欲や成果が向上し、多い日は意欲や成果

が低下するという結果でした。

イメージグラフは行事があるとスコアを落とし、行事がない

とスコアが上がる。つまり行事があると見通しが持てなかっ

たりして意欲が落ち、ストレスがかかる。これを繰り返すと、

行事の有無にかかわらずに意欲が上がってこなくなり、教室

に入れなくなるというものでした。そしてこの傾向は教室に

入れない不登校の傾向がある生徒の約4割に見受けられま

した。 全校生徒に該当する傾向ではありません。しグラフ１２

かし、授業以外の活動の増加で見通しが持てなくなり教室に

入れなくなる。そのような生徒が少なくても数％はいると考

えられます。

〇教室に入れない日を追ってみて

具体的に子どもが教室に抵抗を示した日を追ってみまし

た。子どもによっては、日程表に評価を書き加えていたの

で、活動に抵抗が出た日を追跡できました。特定できた日の

日程です。 運動会練習や学年種目の練習があり、教科も表４

グループで調べ学習があり、昼休みは委員会活動でグランド

に行き、放課後は新人戦の強化練習という日でした。もとも

と自分のペースで活動しないと苦しい性格でした。一日中運

動会練習や委員会活動、授業でのグループ学習は苦しかっ
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たのではないかと考えられます。この場合は早めに部活動を

休むなど、対処ができたので状況が悪化することは避けら

れました。

中学校ではこのように行事準備や委員会、部活動、グルー

プ活動が込み合う日は珍しくありません。

表は当時通級に通ってきた中２男子生徒三人の行事多忙

日と行事なしの日の違いです。 表に示された自己グラフ１３

評価を数値化したものです。ちょうど運動会練習と新人戦強

化練習が重なっている時期でした。三人とも行事多忙の日

は見通しがつかなくなっています。しかし二人は意欲が落ち

ていますが、もう一人は意欲が上がっています。これは運動

会で幹部（リーダー）に抜擢された事で意欲が上がったと考

えられます。情緒に必要な子供が必ず意欲を落とすわけで

はありません。しかし意欲や見通しを見失う子供がいるのは

グラフ１４確かなようです。

〇自分のペースでストレスにならない学校を

学校や学級に不適応を示した子どものデータで、気になる

ものがありました。 それはある時期を境に注意力が上資料６

がらないことです。イメージ図にすると のようになり資料７

ます。行事で多忙の日は、集団活動が多く、自分のペースで

活動できません。ストレスがかかりスコアが落ちます。これを

繰り返すと、その場所に行っただけで、体調が崩れる条件反

射が起こっている可能性も考えられると思われます。授業以

外の活動は見通しがつかず、予測が難しい集団活動が増え

ます。人と上手に関われない子供にとってストレスになる事

が考えられます。授業以外の活動や集団活動が、良い経験と

なり成長につながる場合もあるでしょう。ですが数％の子供

にとっては、苦しい活動になる可能性もあるように思われま

す。

さらに授業と休み時間でストレスとリラックスのバランスを

とっている子どもの、バランスが崩れる可能性も考えられま

す。 子どもの場合だけでなく、教師にも該当する可能資料８

性があるかもしれません。授業以外の活動の増加とともに精

神疾患で休職する教師が、１０年間で三倍に増加しているか

らです。不登校傾向の子供が増加する傾向と同様に見えま

す。あらためて自分のペースで動かないと見通しがつきにく

い、子供の視点に立って考えたいと思います。

〇活動の見通しがつかないとどうなるか

イメージ図にすると、授業以外の活動が増えれば増えるほ

ど、教師の負担が大きくなり教師の休職が増えるだけでな

く、生徒も見通しがつかなくなり不登校が増えていくという

事が考えられます。 不登校が進んでいくメカニズムとして

授業以外の活動が増えることで「見通しがつかない」または

「ストレスとリラックスのバランスが崩れる」事が考えられま
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す。 活動が多い日はストレスがかかり、不快となり資料８，９

ます。そして学校や教室に入れなくなる可能性が高いと思わ

れます。

不登校傾向の時期が長くなると、教室に入れない理由が変

グラフ１５化していきます。

条件反射的に不快になり、入れない理由が複雑になり教室

に入ることが困難となっていくことが考えられます。これは

ストレス耐性が弱い、あるいは情緒に支援が必要な生徒に見

られる可能性があります。全体の数％の生徒に起こる可能

性が考えられます。分析した要支援生徒は、全体の約４％で

す。

以上のことを総合的に考えていくと生徒が教室に入れなく

なる原因は大きく二つです。

〇不登校傾向の原因

授業以外の活動を増やしていくことで子どもが１

見通しを持ちにくく、意欲を失った。

学校や学級集団での行事やグループ活動等を２

増加させてきたことで、人間関係の歪ができた。

１について子どもが授業以外の活動で意欲を失う事には、

から推察しても複数の要素が考えられます。その理グラフ ７

由として考えられる要素をあげます。

①自分のペースで動けないので、意欲が持てない。

②活動が複雑化し、予定や見通しが持てない

③集団活動が多いので、人間関係の交流が苦手な場合に

トラブルのもとになる。

④ストレスとリラックスのバランスが崩れ、必要以上の

ストレスが発生する。

これらは結果として意欲や集中力の減退をもたらしている

可能性があります。

２について資料 にあるように、行事や行事準備のグラフ７

時に友達とのトラブルが多くなっています。また教師も活動

の増加により、集団活動の準備不足に陥っている可能性も

考えられます。これは のように、教師の多忙化の原資料１０

因にもなっています。

〇不登校傾向の解決策

１ 授業以外の活動を大幅に削減して生徒が授業に

集中できる課程にしていく。

２ 授業以外の活動を選択制にしていく。

３ 集団活動を個に応じた活動にしていく。

という事が挙げられます。

ちなみに学習が理解できなくても、「授業の見通しがつけ

ば、意欲や満足感が高くなる」というデータの結果も取れま

表６したので参考にしていただければと思います。

【文責：義髙 亙】
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◎本文の基礎となった論文

本論文は義髙が執筆した１００本以上の論文から不登校傾

向に関する２０本以上の論文をまとめた物です。その中でA

BCの３本が関連しながら内容が不十分だった論文です。

D～Q14本の本文にかかわる内容のある論文を抜粋しま

す。本文で不足な部分が含まれています。

是非お読みください。

A 心理的リアクタンス・カリギュラ効果

人は指示を受けると不満やストレスが溜まり、反抗活動（リ

アクタンス）でストレス解消しようとする。指示を与える側は

補足１意欲が上がり、指示を受ける側は意欲が低下する。

詳細：別項目で学校内実証データを含めた内容論文あり。

25指示増で意欲が下がる（カリギュラ効果）〇論文番号

B 自閉的要素と多動的要素の対応

生徒の持つ全ての要素に有効な手立ては少ない。自閉的要

素を持つ生徒への対応と、多動的要素を持つ生徒への対応

は真逆な対応のものがある。 一方の要素への対応は補足２

他方の要素への逆効果になり得る。学校内での実証データ

を含めた内容。 79自閉要素と多動要素〇論文番号

C 活動の増加が人員に冷遇が起こる状態

脳科学者によるホルモン分析では、集団を保全する為のホ

ルモン機能がある。集団活動をすれば活動に消極的な存在

を冷遇するホルモン機能が働く。学級集団で集団活動を増

やせば、結果的に集団から冷遇を受ける個人が増えていく。

詳細： 87集団活動シミュレーター補足 ３ 〇論文番号

D ５苦手ペア学習英語 L 75交流能力向上の困難さ〇 〇論文番号 論文番号

E ６苦手克服 混ぜこぜ M 83セロトニンの働き〇 〇論文番号 論文番号

論文番号 論文番号 （ホルモン機能）F ７習熟度違うペア N 84活動が増えて起こる課題〇 〇

G ８協働学習 解決策 O 86モデルSL〇 〇論文番号 論文番号

H 43行事参加へ各個への支援 P 88相談サイトの その後〇 〇論文番号 論文番号

I 54 LD考察 Q 96本心見えないアンケート〇 〇論文番号 論文番号

J 70なぜ教室に入りたくない〇論文番号

K 71子供のストレスはどこからくる〇論文番号


